
内
閣
衆
質
一
六
一
第
七
四
号

平
成
十
六
年
十
二
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
�
井
英
勝
君
提
出
四
国
電
力
伊
方
原
発
等
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
十
二
月
十
日
受
領

答

弁

第

七

四

号



衆
議
院
議
員
�
井
英
勝
君
提
出
四
国
電
力
伊
方
原
発
等
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

（
一
）
に
つ
い
て

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
が
起
こ
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
内
閣
衆
質
一
六
一

第
一
六
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
（
三
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
促
進
膨
張
試
験
に
よ
り
適
切
に
確
認
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
お
尋
ね
の
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
指
示
を
し
て
い
な
い
。

（
二
）
に
つ
い
て

関
西
電
力
株
式
会
社
の
美
浜
発
電
所
三
号
機
の
原
子
炉
建
屋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
二
月
に
同
社

に
対
し
て
事
実
関
係
の
調
査
を
指
示
し
、
同
年
十
二
月
に
同
社
か
ら
、
建
設
当
時
の
工
事
に
係
る
品
質
管
理
等
の
状
況
、
建

設
後
の
建
物
の
保
全
管
理
の
状
況
、
建
設
当
時
に
実
施
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
試
験
の
記
録
及
び
同
年
二
月
以
降
に
改

め
て
実
施
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
試
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
同
発
電
所
三
号
機
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
は
設
計
基
準
強

度
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
旨
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
お
い
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

強
度
試
験
に
同
庁
の
職
員
を
立
ち
会
わ
せ
る
な
ど
、
当
該
報
告
の
内
容
が
適
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ

一



た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
三
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
調
査
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
「
報
告
書
」
と
は
、
平
成
十
四
年
十
月
に
四
国
電
力
株
式
会
社
か
ら
原
子
力
安
全
・
保
安
院
（
以
下

「
保
安
院
」
と
い
う
。
）
に
提
出
さ
れ
た
「
伊
方
発
電
所
一
号
機
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
架
台
の
ひ
び
割
れ
に
関
す
る
安
全
評
価

結
果
等
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
四
国
電
力
報
告
書
」
と
い
う
。
）
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、
保
安
院
に
お
い
て
は
、
四
国

電
力
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
評
価
を
実
施
し
、
同
社
の
伊
方
発
電
所
一
号
機
の
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
架
台
の
ひ
び
割
れ
に
つ

い
て
は
、
原
子
炉
の
安
全
上
問
題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
の
結
論
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
四
）
に
つ
い
て

我
が
国
の
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
は
、
運
転
中
、
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
軸
振
動
を
常
時
監
視
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
タ
ー

ビ
ン
が
自
動
停
止
す
る
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
タ
ー
ビ
ン
ミ
サ
イ
ル
が
発
生
す
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
万
一
、
タ
ー
ビ
ン
ミ
サ
イ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
安
全
上
重
要
な
施
設
に
タ
ー
ビ
ン
ミ
サ
イ
ル
が
到
達

す
る
可
能
性
が
極
め
て
低
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
伊
方
発
電
所
一
号
機
に
つ
い
て
も
、
タ
ー
ビ
ン
ミ
サ

二



イ
ル
の
発
生
に
関
し
、
安
全
上
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
五
）
に
つ
い
て

前
回
答
弁
書
（
四
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
、
中
部
電
力
株
式
会
社
の
浜
岡
原
子
力
発
電
所
並
び
に
東
京
電

力
株
式
会
社
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
及
び
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
性
に
係

る
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
他
の
原
子
力
発
電
所
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
対
す
る
健
全
性
の
確
認
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
当
該
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
お
尋
ね
の
四
項
目
に
つ
い
て
は
、

そ
の
際
、
十
分
に
考
慮
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
六
）
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
膨
張
や
劣
化
等
を
考
慮
し
た
評
価
を
行
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
「
炉
心
損
傷
確
率
は
前
記
「
報
告
書
」
よ
り
さ
ら
に
高
く
な
る
の
で
は
な
い
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
当
該
報
告
書
に
お
け
る
地
震
発
生
時
の
原
子
力
発
電
所
の
炉
心
損
傷
確
率
に
つ
い
て
は
、
実
在
す
る
原
子
力
発
電

所
に
つ
い
て
試
算
を
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

三


